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 プリンテッドエレクトロニクスを目指して開発が行われている数々のプリント手法は、

フレキシブルデバイスを高スループットで生産する技術として期待されている。ただ、現

在研究されているプリント法はいずれも有機半導体をインク化するうえで有機溶媒を必要

とする。気化しやすい有機溶媒は、揮発性有機化合物 (VOC: Volatile Organic Compounds)と

して環境問題の一因となる。これまで我々は、有機溶媒フリーで有機半導体薄膜を形成す

る手法としてトナー型のプリント手法を研究し、実際にトナー型のプリント手法によって

OTFT の作製を実証してきた[1]。     

本研究では、ジェットミルにより粉砕した C8-BTBT トナーと帯電付与性を持つフェライ

トキャリア粒子を混合・撹拌することによってトナー粒子を摩擦帯電させたうえで、外部

電場の力によりトナーのパターニングを行っている。

今回は転写効率を向上させるため、転写装置の改良

や、キャリア粒子の変更などを行った。図 1にキャリ

ア粒子の平均粒径が 100 µmの場合、図 2に 50 µmの

場合のトナー、キャリア混合粒子の光学顕微鏡像をそ

れぞれ示す。キャリア粒子の平均粒径を 100 µmから

50 µmに変更することによって、キャリア粒子の有効

表面積を増やし、C8-BTBT トナーの付着量を増加させ

る効果と、摩擦帯電量を増加させる効果がある。実際

に粒径 50 µmのキャリアを使用し、転写を行ったとこ

ろ、従来よりも多くの C8-BTBTトナーを転写すること

に成功した。このように、キャリア粒子の粒径や表面

コートの効果と、パターニング精度・効率に与える影

響について詳細に議論する。 
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図 1: 粒径 100 μm のキャリア粒子 

と C8-BTBT トナー 

 
図 2: 粒径 50 μm のキャリア粒子 

と C8-BTBT トナー 
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